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本
市
は
、
古
来
か
ら
緑
豊
か
な
自
然
環
境
に

恵
ま
れ
、
明
治
末
期
か
ら
鉄
道
や
道
路
が
整
備

さ
れ
、
交
通
の
便
が
良
く
な
る
と
と
も
に
、
良

好
な
住
宅
地
と
し
て
発
展
し
て
き
ま
し
た
。

　

昭
和
二
十
六
年
に
は
、
理
想
的
な
国
際
文
化

住
宅
都
市
の
建
設
を
目
指
し
た
「
芦
屋
国
際
文

化
住
宅
都
市
建
設
法
」が
制
定
さ
れ
ま
し
た
。　

　

こ
の
法
律
の
理
念
に
基
づ
き�
自
然
と
調
和

し
た
緑
豊
か
な
美
し
い
ま
ち�
、�
都
市
機
能
の

充
実
し
た
住
み
よ
い
ま
ち�
、�
豊
か
な
人
間
性

と
文
化
を
は
ぐ
く
む
健
康
な
ま
ち�
を
目
標
に
、

阪
神
地
区
で
も
特
徴
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
て
き
ま
し
た
。

　

阪
神
・
淡
路
大
震
災
は
、
こ
の
よ
う
な
本
市

が
長
年
に
わ
た
っ
て
築
き
上
げ
て
き
た
住
宅
都

市
と
し
て
の
基
盤
を
直
撃
し
、
一
瞬
の
う
ち
に

尊
い
人
命
を
奪
っ
た
の
み
な
ら
ず
、
全
世
帯
の

九
割
を
超
え
る
住
居
を
損
壊
さ
せ
、
多
く
の
都

市
施
設
に
壊
滅
的
な
被
害
を
及
ぼ
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
大
震
災
に
よ
っ
て
、
災
害
に
対
し
て

都
市
基
盤
が
い
か
に
も
ろ
い
構
造
・
シ
ス
テ
ム

で
あ
っ
た
か
を
知
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
そ
の
反
面
、
震
災
直
後
の
市
民
相
互

の
助
け
合
い
や
数
多
く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
救

援
活
動
な
ど
を
通
し
て
、
人
間
ら
し
い
優
し
さ

を
大
切
に
し
た
社
会
の
形
成
の
重
要
性
を
、
改

め
て
認
識
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
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震
災
の
翌
日
か
ら
、広
報
課
で
は「
災
害
対
策

本
部
か
ら
の
お
知
ら
せ
」を
発
行
、被
害
状
況
や

今
後
の
対
応
を
、
手
書
き
文
字
や
ワ
ー
プ
ロ
で

打
ち
出
し
、
毎
日
の
状
況
を
避
難
所
へ
配
布
。

ま
た
、
二
月
二
十
四
日
か
ら
は「
復
興
へ
」を
発

行
、九
月
二
十
五
日
ま
で
の
四
十
九
回
に
わ
た

り
震
災
復
興
へ
の
歩
み
を
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
平
成
七
年
七
月
に
は
、
平
成
十
七
年

を
復
興
の
目
標
期
間
と
し
た
「
芦
屋
市
震
災
復

興
計
画
」
を
策
定
、
市
民
の
皆
さ
ん
と
と
も
に

復
興
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

こ
の
間
、
応
急
仮
設
住
宅
の
廃
止
、
芦
屋
市

中
央
線（
ハ
ナ
ミ
ズ
キ
通
り
）開
通
、「
都
市
景
観

条
例
」の
施
行
、「
地
域
防
災
計
画
」の
改
訂
、南

芦
屋
浜
地
区
の
町
名
決
定
、区
画
整
理
事
業
の

実
施
、市
民
セ
ン
タ
ー
や
体
育
館
・
青
少
年
セ
ン

タ
ー
の
再
開
、消
防
署
の
奥
池
分
遣
所
新
設
な

ど
が
進
め
ら
れ
、本
年
の
秋
に
は
、山
手
幹
線
も

市
内
全
線
が
開
通
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
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���　１月24日（日）午前10時～正午＊
雨天時は、31日（日）に延期　���　阪
神打出駅集合→金津山古墳→西国街道→
徳本上人碑→三八通商店街→あしや
NPOセンター（小休憩）→慰霊と復興の
モニュメント前→ぬえ塚→美術博物館　
���　20人　�����　１月20日
（水）までに下記へ
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※平成７年１月19日のピーク時（避難所・52カ所）������������

※構成比30.6％（全壊）
※構成比26.4％（半壊）
※構成比31.0％（一部損壊）
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※震災発生後３日間の発生件数���� � � �

※市道・国庫補助対象分
������������
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※平成８年度に復旧完了
��������

���� � � �

※国庫補助対象分���������

※平成７年２月27日に給水復旧完了��������������
�
�
�
�
�
�
�
�

※平成７年３月31日現在の応急復旧箇所����������

※平成７年１月31日から下水処理開始�������	������

※平成７年１月31日までに復旧完了������������

※平成７年１月20日に応急復旧完了�������������

※平成７年４月11日に復旧完了�������������

※ＪＲ・４月１日／阪急・６月12日／阪神・６月26日に全線開通����������� � �

���　１月５日～２月21日・午前10時～午
後５時＊入館は午後４時30分まで〈月曜休館
＊ただし、11日（月）は開館・12日（火）閉館〉　
���　美術博物館第１展示室・ホール・ギャ
ラリー　����　大人300（240）円、大高生200
（160）円、中学生以下無料＊（　）内は20人以上の
団体料金
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���　１月17日（日）午後１時30分～３時　
���　美術博物館ホール　�������
大阪芸術大学教授・大森一樹氏、前芦屋市助
役・中野正勝氏、芦屋市婦人会長・�瀬忠子
氏、写真家・高嶋敏展氏、明尾圭造本館学芸

課長／コーディネーター：関西学院大学教授・角野幸博氏　�
��　100人　�����　直接会場へ（要観覧券）※終了後、
ボランティアグループ「とまと」主催のティーパーティ開催。
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８日）

��

���

,045世帯
8,188世帯
3,481世帯
1,662世帯
893世帯
398世帯
49世帯
3世帯
�����
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　市では、「芦屋シティグラフ」（Ａ４判・52ページ／全
カラー刷り）を発行・発売しています。
　芦屋の自然や歴史、芦屋ゆかりの芸術・文学・文化―。
それらに触れつつ散歩を楽しめるコースの紹介、行政の
動きや統計、また市内の医療機関一覧（地図）など盛りだ
くさんの情報を、写真170点のほかイラストや地図とと
もにわかりやすく掲載しています。ご活用ください。
�����　市役所行政情報コーナー・ラポルテ市民
サービスコーナー　���　300円
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■２月５日　給食開始（全避難所での開始は２月11日～）
■２月23日　プライバシー対策として、衝立を導入
■４月14日　避難所集約（民間施設等12カ所廃止）を通知
■５月18日　避難所第二次集約（11カ所廃止）
■５月24日　市内避難所・６月上旬に閉鎖を決定
■５月28日　避難所を集約し、２カ所（126人）となる
■６月７日　避難所１カ所となる
■６月14日　６月18日に、避難所閉鎖することを決定
■７月９日　避難者全員退出
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�����
�������　市内47カ所・2,914戸を建設
　　　　　　　　　（引渡し日・２月７日～５月
��������　176カ所・1,055基　
��������　12カ所
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5,012,916人47 カ所�����

8,120,960人52 カ所������
3,48,912人53 カ所�����

1,64,254人49 カ所�����

82,287人41 カ所�����

31,019人32 カ所�����

88人2 カ所�����

6人1 カ所�����
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